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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

北
国
街
道

第
43
回

城
下
町
金
沢
の
特
長
と 

ま
ち
づ
く
り

　

金
沢
の
ま
ち
は
、
１
５
８
３
（
天
正

11
）
年
の
前
田
利
家
入
城
以
後
、
藩
政

期
の
約
２
８
０
年

間
、
加
賀
百
万
石

の
城
下
町
と
し
て
、

14
代
の
藩
主
に
よ

り
守
ら
れ
て
き
た
。

藩
主
の
前
田
家
は

戦
を
避
け
、
む
し
ろ

学
術
・
文
化
を
尊

重
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
５
代
藩

主
綱つ
な
の
り紀

（
１
６
４
３

年
〜
１
７
２
４
年
）

の
時
代
に
は
、
金
沢

の
文
化
の
礎
い
し
ず
えが
築

か
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
期
以
後
に

お
い
て
も
、
大
き
な
災
害
や
戦
禍
に
遭

わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
割
り
や
細

街
路
網
、
惣そ
う
が
ま
え構、
用
水
網
な
ど
の
都
市

構
造
の
ほ
か
兼
六
園
、
三
つ
の
茶
屋
街

と
寺
院
群
、
長
町
武
家
屋
敷
群
な
ど
の

歴
史
的
な
ま
ち
な
み
が
良
好
に
残
っ
て

い
る（
図
１
）。
さ
ら
に
、
伝
統
文
化
や

工
芸
が
今
も
市
民
生
活
に
息
づ
い
て

お
り
、
歴
史
文
化
資
産
と
一
体
と
な
っ

た
独
特
の
文
化
的
景
観
を
形
成
し
て

い
る
。

　

金
沢
市
は
、
歴
史
に
責
任
を
負
う
ま

ち
と
し
て
、「
保
存
と
開
発
の
調
和
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
。
金
沢
城
公
園
や
兼
六
園
を
は

じ
め
と
し
た
歴
史
文
化
資
産
が
多
く

残
る
区
域
（
図
２
の
青
色
ゾ
ー
ン
）
で

は
、
こ
れ
ら
と
調
和
し
た
伝
統
的
な
ま

ち
な
み
形
成
を
図
る
一
方
、
開
発
を
優

先
す
る
都
心
軸
沿
道
区
域
（
図
２
の
赤

線
）
で
は
商
業
・
業
務
機
能
を
線
的
に

集
積
さ
せ
、
高
層
建
築
物
の
立
地
を
認

め
る
な
ど
、
保
存
と
開
発
の
調
和
を
図

る
た
め
の
き
め
細
や
か
な
基
準
や

ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
土
地
利
用
や
景

観
を
誘
導
し
て
い
る
。

北
国
街
道
筋
に
残
る 

歴
史
的
風
致

　

北
国
街
道
の
加
賀
国
内
で
の
道
程
距

離
は
、
越
前
国
境
よ
り
越
中
国
境
ま
で

「
北
国
街
道
」を
活
か
し
た

広
域
連
携
の
推
進

金か
な
ざ
わ沢

市
長（
石
川
県
）　
山や

ま

の野
之ゆ

き
よ
し義

図１　金沢の歴史文化資産群

図２　保存と開発の調和
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18
里
35
町
52
間
（
約
74
㎞
）
で
あ
っ
た
。

加
賀
藩
で
は
、
幕
府
の
政
策
に
従
い
、

主
な
道
路
の
左
右
に
松
を
植
え
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
松
並
木
路
と
し
て
永
く

親
し
ま
れ
て
き
た
。
本
市
内
に
お
い
て

当
時
の
面
影
を
伝
え
る
風
景
は
数
少
な

い
が
、
市
北
部
の
北
森
本
町
内
に
は
、

下し
も

口ぐ
ち

往お
う

還か
ん

の
松
並
木
が
今
で
も
残
る
ほ

か
、
街
道
筋
に
は
、
町
家
が
よ
く
残
っ

て
い
る
な
ど
、
当
時
の
趣
を
随
所
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
町
家
の
保
全
に
特

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
建
築
基
準
法
が

施
行
さ
れ
た
昭
和
25
年
以
前
に
建
築
さ

れ
た
寺
社
以
外
の
木
造
建
築
物
を
「
金

澤
町
家
」
と
定
義
し
、
金
澤
町
家
条
例

の
制
定
や
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
金
澤

町
家
の
保
全
活
用
に
向
け
た
施
策
を
展

開
し
て
き
た
。
さ
ら
に
本
年
度
、
数
あ

る
金
澤
町
家
の
中
で
も
、
特
に
保
全
お

よ
び
活
用
の
必
要
が
あ
る
金
澤
町
家
を

「
特
定
金
澤
町
家
」と
し
て
登
録
し
、
登

録
プ
レ
ー
ト
の
交
付
や
補
助
制
度
の
上

限
額
の
上
乗
せ
等
を
実
施
し
、
所
有
者

の
保
存
へ
の
さ
ら
な
る
意
識
醸
成
を
図

る
な
ど
、
保
全
活
用
に
向
け
た
施
策
に

よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
る
。

北
国
街
道
を
活
か
し
た 

広
域
連
携
事
業

　

平
成
28
年
３
月
28
日
、
本
市
を
含
む

４
市
２
町（
白
山
市
、
か
ほ
く
市
、
野
々

市
市
、
津
幡
町
、
内
灘
町
、
金
沢
市
）

が
連
携
中
枢
都
市
制
度
に
基
づ
き
、
協

約
を
締
結
し
、
石
川
中
央
都
市
圏
を
形

成
し
た
。

　
「
石
川
中
央
都
市
圏
」は
、
日
本
海
や

白
山
、
河
北
潟
等
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
る
ほ
か
、
加
賀
百
万
石
の
歴
史

文
化
が
色
濃
く
残
る
と
と
も
に
、
高
等

教
育
機
関
が
集
積
す
る
な
ど
、
全
国
に

誇
る
べ
き
独
自
の
地
域
資
源
を
有
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
の
よ
う
な
個

性
や
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な

分
野
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

加
え
て
、
今
秋
に
は
、
石
川
中
央
都

市
圏
で
歴
史
的
結
び
つ
き
が
深
い
北
国

街
道
に
光
を
当
て
、
地
域
資
源
の
魅
力

向
上
と
、
４
市
２
町
の
連
携
、
交
流
の

促
進
を
図
る
た
め
、
住
民
参
加
の
探
訪

会
を
構
成
市
町
で
連
携
し
て
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。
本
年
は
、
初
め
て
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
バ
ス
を
利
用

し
て
都
市
圏
内
を
巡
る
こ
と
に
し
て
い

る
が
、
次
年
度
以
降
は
、
地
域
を
限
定

し
徒
歩
で
巡
る
予
定
で
あ
り
、
継
続
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

下口往還の松並木

石川中央都市圏連携協約締結式

一
口
メ
モ

北国街道

　
彦
根
を
起
点
に
琵
琶
湖
に
沿
っ
て
北

上
し
加
賀
・
金
沢
に
向
か
う
北
国
街
道

は
、
北
陸
道
と
も
呼
ば
れ
た
。
北
国
街

道
は
、
金
沢
か
ら
さ
ら
に
越
中
、
越
後

ま
で
続
い
て
お
り
、
彦
根
か
ら
金
沢
ま

で
の
道
を
特
に
加
賀
路
と
呼
ん
だ
。

　
北
国
街
道
を
往
来
し
た
加
賀
藩
前
田

家
の
参
勤
交
代
は
大
名
家
の
中
で
最
大

規
模
を
誇
り
、
供
の

数
は
二
千
人
を
超
え

た
と
さ
れ
る
。
北
国

街
道
の
道
筋
の
各
所

に
は
、
景
観
づ
く
り

や
旅
人
の
雪
除
け
の

た
め
に
植
え
ら
れ
た

松
並
木
が
今
も
残
る
。
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日本海

加
賀
百
万
石
の
栄
華
を
支
え
た
日
本
海
側
の
要
路

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」


